
現代の三好町

北

岸

用

水

吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
一

環
と
し
て
計
画
さ
れ、

進
め
ら
れ
た
国
営
吉
野
川
北
岸
水
利
事
業
は、

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七

二

十

月
に
着
工
以
来、

約
一
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
工
し
た。

こ
の
事
業
は、

早
明
浦
ダ
ム
に
水
源
を
求
め、

池
田
ダ
ム
か
ら
取
水
し、

幹
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三
好
町
に
お
い
て
は、

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八）

線
水
路
六
九．
二
キ
ロ
、

支
線
水
路
八
二
．

七
キ
ロ
、

受
益
面
積
六
七
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た口

に
な
っ
て
馬
木
谷
右
岸
の
西
貝
川
地
区
（
大
字
昼
間
新
田）

ま
で
幹
線
水
路
が

完
成
し
た口

同
年
六
月
一
日
に
は
西
貝
川
の
昼
間
足
代
揚
水
機
場
か
ら
通
水
テ
ス
ト
を
開
始
し、

着
工
以
来
七
年
目
に
し
て
北
岸
用
水
の

水
が
三
好
町
平
坦
部
の
既
存
水
田
約
二
二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

さ
ら
に
昭
和
五
十
七
年
三
月
に
は
幹
線
水
路

の
三
好
町
工
区
分
が
完
成
し、

翌
年
に
は
取
水
工
（
池
田
ダ
ム
）

か
ら
阿
波
用
水
ま
で
の
四
一
．

五
キ
ロ
が
幹
線
水
路
で
結
ば
れ、

昭
和

五
十
八
年
六
月
六
日
に
そ
の
通
水
式
が
行
わ
れ
た。

現
在、

町
内
の
水
利
組
合
の
吉
野
川
か
ら
の
揚
水
は、

す
べ
て
北
岸
用
水
の
幹
線
水

路
か
ら
の
取
水
と
な
っ
て
い
る。
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畑
地
か
ん
が
い
事
業

ま
た、

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二）

十
二
月
に
は、

吉
野
川
北
岸
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
て
い
る。

吉
野
川
北
岸
水
利
事
業
に
付
随
し
て
県
営
で
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る口

こ
の
事
業
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
は、

西
の
池
か
ら
標
高
約
二
六
0
メ
ー
ト
ル
の
吐
水
槽
（
大
字
足
代
字
山
神）

ま
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し、

三
好
町
の
平
坦
部
一
一
六
．
八
へ
ク

タ
ー
ル
の
畑
地
・
樹
園
地
に
か
ん
が
い
用
水
を
供
給
す
る
計
画
で
あ
っ
た口

送
水
管
の
埋
設
工
事
な
ど
は
昭
和
五
十
八
年
（
一

九
八
三）

度
か
ら
始
ま
っ
た。
一

方、

畑
地
か
ん
が
い
用
水
は
小
川
谷
か
ら
の
自
然
流
水
を
利
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
の
で、

昭
和
五
十
年
度
か
ら

五
十
三
年
度
に
か
け
て、

国
営
事
業
で
小
川
谷
頭
首
工
（
内
野
ダ
ム
）

か
ら
行
営
吐
水
槽
ま
で
の
小
川
谷
支
線
工
事
が、

昭
和
五
十
六
年

度
に
は
西
の
池
の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
農
業
用
貯
水
池）

と
し
て
の
改
修
工
事
（
国
営）

が
行
わ
れ
た。

昭
和
六
十
一

年
（
一

九
八
六）

三好町史　歴史編




